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変化する形- (foldingstructure)とくtransformation)
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図1 トラス構造の例































































動力にして,動 く部分をもった彫刻｣ 21) といい,マルセル･デュシャンの作品 《自転車の車
輪≫ (図7)を始まりとして,ナウム･ガボとラースロ･モホリ-ナギの作品,そしてアレクサ
ンダー･コルダーの (モビール)を挙げている｡














































































































21)ロバー ト･アトキンス (杉山･及部･水谷共訳)『現代美術のキーワー ド【アー ト･スピーク】』
美術出版社1993年,p.89から引用｡
22)潮江宏三 ｢比倫としての ｢機械｣の概念をめぐって｣神林恒道編 『現代芸術のトポロジー』
勃草書房1987年,p.158から引用｡【 】内は著者が補った｡

































(bl)では ｢開 く｣ という1回の行為を前提 としたが,
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Ⅲ transformation:electric
Ⅱ-1 transformationcuboid1
第42回モダンアー ト展 (東京都美術館)1992/04
サイズ :50×43×70cm/変形時116×88×83cm
(駆動装置除 く)
直方体を6分割した量の連結で構成されている｡水平
面の形は正3角形に外接する長方形であり,エレメン
トとしては,正3角形柱2個 と直角3角形柱4個である｡
Ⅲ-2 transform5301
第52回モダンアー ト展 (東京都美術館)2002/04
サイズ :12×25×50cm/変形時40×34×56cm
(駆動装置除く)
直方体を8等分割 した量の連結で構成されている｡エ
レメントは直角2等辺3角形柱である｡
Ⅲ-3 transform5302
2002モダンアー ト明日への展望
(埼玉県立近代美術館)2002/09
サイズ :50×50×50cm/変形時77×85×82t血
(駆動装置除く)
立方体を8等分割 して生じる直角2等辺3角形柱をエレ
メントとする｡そのうちの6個はヒンジで連結され,
他の2個は切 り離されて固定されている｡
Ⅲ-4 transform5303
第53回モダンアー ト展 (東京都美術館)2003/04
サイズ :50×50×43cm/変形時75×70×80cm
(駆動装置除く)
正3角形柱を10個合わせた形体で,水平面の形は,正6
角形から正3角形1個を抜いた形である｡エレメントと
しては,正3角形柱2個 と,正3角形柱2個を接合した菱
形柱4個から成る｡
変化する形- (foldingstructure)と(transformation)
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